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ノムラ新興国株ファンズ  
Aコース／Bコース 

（野村SMA・EW向け） 
運用報告書(全体版) 

 
第６期（決算日2020年12月７日） 

 
作成対象期間（2019年12月７日～2020年12月７日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
 Aコース Bコース 

商 品 分 類 追加型投信／海外／株式 
信 託 期 間 2015年４月１日以降、無期限とします。 

運 用 方 針 

信託財産の長期的な成長を目標に運用を行います。主として、新興国の株式を実質的な投資対象とする投資信託証券に投資し、新興国
の株式市場のパフォーマンスを中長期的に上回る投資成果を目指して運用を行います。 
投資信託証券への投資は、高位を維持することを基本とします。また、投資信託証券への投資を通じて、実質的な株式の組み入れが高
位となるよう投資信託証券への投資を行うことを基本とします。ただし、設定当初や組入投資信託証券の動向、資金動向、市況動向等
によっては、このような運用ができない場合があります。 
組入投資信託証券については適宜見直しを行います。 
投資する投資信託証券については、実質的な外貨建て資産について
は為替ヘッジ（先進国通貨等による代替ヘッジを含みます。）を行
うことを基本とするもの、または実質的な外貨建て資産の通貨配分
の如何に関わらず、原則として当該投資信託または当該投資信託が
組み入れるマザーファンドのベンチマークの通貨配分をベースに
対円での為替ヘッジ（先進国通貨等による代替ヘッジを含みます。）
を行うことを基本とするもの、もしくはこれらに類するものに限定
することを基本とします。 

投資する投資信託証券については、実質的な外貨建て資産について
は為替ヘッジを行わないことを基本とするもの、もしくはこれらに
類するものに限定することを基本とします。 

主な投資対象 
主として有価証券に投資する投資信託証券を主要投資対象とします。なお、コマーシャル・ペーパー等の短期有価証券ならびに短期金
融商品等に直接投資する場合があります。 

主な投資制限 投資信託証券への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、基準価額水準等を勘案して
分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 
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ノムラ新興国株ファンズ Aコース／Bコース（野村SMA・EW向け）

＜Aコース＞ 

○ 近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 数 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ 百万円 

２期(2016年12月６日) 9,095 0 4.1 86.91 2.0 99.1 98 

３期(2017年12月６日) 11,576 5 27.3 112.15 29.0 94.3 234 

４期(2018年12月６日) 10,184 5 △12.0 98.96 △11.8 99.0 424 

５期(2019年12月６日) 10,503 5 3.2 98.96 △ 0.0 98.0 370 

６期(2020年12月７日) 12,672 5 20.7 116.63 17.9 97.8 334 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 
 

＊参考指数（＝MSCI エマージング・マーケット・インデックス（円ヘッジベース））は、MSCI エマージング・マーケット・インデックス
（ドルベース）をもとに、当社が独自にヘッジコストを考慮して円換算したものです。算出にあたっては、当社がファンドにおける組入
資産・為替の評価時点に合わせて計算を行っています。従って、MSCIが公表するものとは異なります。なお、設定時を100として指数化
しております。 

＊MSCI エマージング・マーケット・インデックスは、MSCIが開発した指数です。同指数に対する著作権、知的所有権その他一切の権利は
MSCIに帰属します。またMSCIは、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。 

（出所）MSCI、ファクトセット、為替レート（対顧客電信売買相場仲値） 
 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2019年12月６日 10,503 － 98.96 － 98.0 

12月末 11,212 6.8 105.98 7.1 99.1 

2020年１月末 10,987 4.6 104.24 5.3 99.4 

２月末 10,474 △ 0.3 98.90 △ 0.1 98.8 

３月末 8,429 △19.7 79.76 △19.4 96.4 

４月末 9,037 △14.0 84.66 △14.4 98.3 

５月末 9,272 △11.7 87.65 △11.4 96.9 

６月末 10,006 △ 4.7 94.34 △ 4.7 99.1 

７月末 10,999 4.7 102.40 3.5 99.0 

８月末 11,308 7.7 105.36 6.5 98.4 

９月末 10,915 3.9 100.84 1.9 98.2 

10月末 11,546 9.9 105.54 6.7 98.5 

11月末 12,502 19.0 115.71 16.9 98.2 

(期  末)      

2020年12月７日 12,677 20.7 116.63 17.9 97.8 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
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ノムラ新興国株ファンズ Aコース／Bコース（野村SMA・EW向け）

＜Bコース＞ 

○ 近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ 百万円 

２期(2016年12月６日) 8,749 0 △ 0.3 84.97 △ 3.4 98.9 449 

３期(2017年12月６日) 11,329 5 29.5 110.44 30.0 96.8 870 

４期(2018年12月６日) 10,188 5 △10.0 100.20 △ 9.3 99.2 1,110 

５期(2019年12月６日) 10,444 5 2.6 98.79 △ 1.4 99.0 968 

６期(2020年12月７日) 12,117 5 16.1 112.63 14.0 98.3 938 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

 

＊ベンチマーク（＝MSCI エマージング・マーケット・インデックス（円換算ベース））は、MSCI エマージング・マーケット・インデック

ス（ドルベース）をもとに、当社が独自に円換算したものです。算出にあたっては、当社がファンドにおける組入資産・為替の評価時点

に合わせて計算を行っています。従って、MSCIが公表するものとは異なります。なお、設定時を100として指数化しております。 

＊MSCI エマージング・マーケット・インデックスは、MSCIが開発した指数です。同指数に対する著作権、知的所有権その他一切の権利は

MSCIに帰属します。またMSCIは、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。 

（出所）MSCI、ファクトセット、為替レート（対顧客電信売買相場仲値） 
 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2019年12月６日 10,444 － 98.79 － 99.0 

12月末 11,243 7.7 106.75 8.1 98.7 

2020年１月末 10,982 5.2 104.70 6.0 98.6 

２月末 10,581 1.3 100.73 2.0 98.6 

３月末 8,290 △20.6 79.40 △19.6 98.0 

４月末 8,836 △15.4 84.08 △14.9 98.2 

５月末 9,146 △12.4 87.59 △11.3 97.5 

６月末 9,804 △ 6.1 93.75 △ 5.1 99.0 

７月末 10,595 1.4 99.94 1.2 99.3 

８月末 11,027 5.6 104.29 5.6 98.5 

９月末 10,535 0.9 98.64 △ 0.2 98.4 

10月末 11,038 5.7 102.40 3.7 98.5 

11月末 11,972 14.6 112.07 13.4 98.1 

(期  末)      

2020年12月７日 12,122 16.1 112.63 14.0 98.3 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
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ノムラ新興国株ファンズ Aコース／Bコース（野村SMA・EW向け）

＜Aコース＞ 

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2019年12月６日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）参考指数は、MSCI エマージング・マーケット・インデックス（円ヘッジベース）です。参考指数は、作成期首（2019年12月６日）の

値が基準価額と同一となるように計算しております。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

基準価額は、期首10,503円から期末12,672円となりました。 

 

（上昇要因） 

・各国の中央銀行が積極的な資金供給策を相次いで打ち出したこと 

・米大統領選で民主党のバイデン氏が優勢となり米国政治の不透明感が和らいだこと 

 

（下落要因） 

・世界的な新型コロナウイルスの感染拡大に歯止めがかからず、景気の先行き懸念が強まった

こと 
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ノムラ新興国株ファンズ Aコース／Bコース（野村SMA・EW向け）

＜Aコース＞ 

○投資環境 

新興国株式市場は、１月中旬にかけては、米中貿易協議の「第１段階」の合意に達したこと

などから堅調に推移しました。１月下旬以降、世界的な新型コロナウイルスの感染拡大を受け

て、世界経済への悪影響が懸念されたことなどから、大幅に下落しました。４月以降は各国の

中央銀行が積極的な資金供給策を相次いで打ち出したことや、OPEC（石油輸出国機構）プラ

スが協調減産で 終合意したことなどから堅調に推移しました。11月以降も米大統領選で民主

党のバイデン氏が優勢となり、米国政治の不透明感が和らいだことなどから上昇し、当作成期

間は上昇しました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

・投資信託証券組入比率 

投資方針に基づいて、期を通じて高位の組入れを維持しました。 

 

・指定投資信託証券（投資対象ファンド）の見直し 

当期間において、以下の指定投資信託証券（投資対象ファンド）の見直しを行いました。 

削除ファンド：「ジュピターグローバル新興国株アンコンストレインド型（為替ヘッジあり）」 

 

・投資対象ファンドへの投資の状況 

引き続き、定性的に高く評価するファンドを組入上位としつつ、ポートフォリオ全体として、

投資する株式の地域配分や割安度の分布などのリスク特性が参考指数から大きくかい離しな

いように、各ファンドの投資比率を決定しました。 

ポートフォリオ全体のリスク特性が参考指数からかい離しないようにするため、「GIMエ

マージング株式フォーカスF」などの組入比率を引き上げた一方、「ジュピターグローバル新興

国株アンコンストレインド型（為替ヘッジあり）」などの組入比率を引き下げました。 
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ノムラ新興国株ファンズ Aコース／Bコース（野村SMA・EW向け）

＜Aコース＞ 

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは運用の目標となるベンチマー

クを設けておりません。 

コメント・グラフは、基準価額と参考指数の

騰落率の対比です。 

 

参考指数の騰落率が＋17.86％となったのに

対して、基準価額の騰落率は＋20.70％となりま

した。 

 

【主な差異要因】 

（プラス要因） 

［GIMエマージング株式フォーカスF］が、新

興国株式市場の平均を上回る騰落率となった

こと 

 

 

 

 

◎分配金 

収益分配については、基準価額水準等を勘案して決定しました。 

留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第６期 

2019年12月７日～ 
2020年12月７日 

当期分配金 5  

(対基準価額比率) 0.039％ 

 当期の収益 5  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 2,671  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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ノムラ新興国株ファンズ Aコース／Bコース（野村SMA・EW向け）

＜Aコース＞ 

◎今後の運用方針 

引き続き、以下のように、定性的に高く評価したファンドを中心に、リスク分散に考慮しな

がら投資することで、多くの運用者の資産運用力を効率よく活用し、運用目標の達成を目指し

てまいります。 

（１） 各投資対象ファンドについて、ファンドの運用目標を中長期的に安定して達成する可能

性を定性的に評価します。 

（２） 各投資対象ファンドのリスク特性（注）（値動きに影響を与える特徴的な要因）を定量的に

分析します。 

（３） 定性的に高く評価したファンドを中心に組み入れ、かつポートフォリオ全体としてのリ

スク特性が参考指数と大きくかけ離れないよう、組入ファンドの投資比率の調整を行い

ます。 

 
（注）ここでいう「リスク特性」とは、地域別の配分、投資する株式の割安度や規模の分布（投資スタイルとも言われます）、通貨配分など、

各ファンドの値動きに影響を与える特徴的な要因をいいます。 

 

引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

 
※店頭デリバティブ取引に関する国際的な規制強化について 

店頭デリバティブ取引等の金融取引に関して、国際的に規制の強化が行われており、ファンドが実質的に活用する当該金融取引が当該規

制強化等の影響をうけ、当該金融取引を行うための担保として現金等を提供する必要がある場合があります。その場合、追加的に現金等

を保有するため、ファンドの実質的な主要投資対象の組入比率が下がり、高位に組入れた場合に期待される投資効果が得られないことが

想定されます。また、その結果として、実質的な主要投資対象を高位に組入れた場合と比べてファンドのパフォーマンスが悪化する場合

があります。 
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ノムラ新興国株ファンズ Aコース／Bコース（野村SMA・EW向け）

＜Bコース＞ 

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2019年12月６日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）ベンチマークは、MSCI エマージング・マーケット・インデックス（円換算ベース）です。ベンチマークは、作成期首（2019年12月６

日）の値が基準価額と同一となるように計算しております。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

基準価額は、期首10,444円から期末12,117円となりました。 

 

（上昇要因） 

・各国の中央銀行が積極的な資金供給策を相次いで打ち出したこと 

・米大統領選で民主党のバイデン氏が優勢となり米国政治の不透明感が和らいだこと 

 

（下落要因） 

・世界的な新型コロナウイルスの感染拡大に歯止めがかからず、景気の先行き懸念が強まった

こと 
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ノムラ新興国株ファンズ Aコース／Bコース（野村SMA・EW向け）

＜Bコース＞ 

○投資環境 

新興国株式市場は、１月中旬にかけては、米中貿易協議の「第１段階」の合意に達したこと

などから堅調に推移しました。１月下旬以降、世界的な新型コロナウイルスの感染拡大を受け

て、世界経済への悪影響が懸念されたことなどから、大幅に下落しました。４月以降は各国の

中央銀行が積極的な資金供給策を相次いで打ち出したことや、OPEC（石油輸出国機構）プラ

スが協調減産で 終合意したことなどから堅調に推移しました。11月以降も米大統領選で民主

党のバイデン氏が優勢となり、米国政治の不透明感が和らいだことなどから上昇し、当作成期

間は上昇しました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

・投資信託証券組入比率 

投資方針に基づいて、期を通じて高位の組入れを維持しました。 

 

・指定投資信託証券（投資対象ファンド）の見直し 

当期間において、以下の指定投資信託証券（投資対象ファンド）の見直しを行いました。 

削除ファンド：「ジュピターグローバル新興国株アンコンストレインド型（為替ヘッジなし）」 

 

・投資対象ファンドへの投資の状況 

引き続き、定性的に高く評価するファンドを組入上位としつつ、ポートフォリオ全体として、

投資する株式の地域配分や割安度の分布などのリスク特性がベンチマークから大きくかい離

しないように、各ファンドの投資比率を決定しました。 

ポートフォリオ全体のリスク特性がベンチマークからかい離しないようにするため、「GIM

エマージング株式フォーカスFB」などの組入比率を引き上げた一方、「ジュピターグローバル

新興国株アンコンストレインド型（為替ヘッジなし）」などの組入比率を引き下げました。 
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ノムラ新興国株ファンズ Aコース／Bコース（野村SMA・EW向け）

＜Bコース＞ 

○当ファンドのベンチマークとの差異 

基準価額の騰落率は＋16.07％となり、ベンチ

マークの＋14.01％を2.06ポイント上回りました。 

 

【主な差異要因】 

（プラス要因） 

［GIMエマージング株式フォーカスFB］が、新

興国株式市場の平均を上回る騰落率となった

こと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎分配金 

収益分配については、基準価額水準等を勘案して決定しました。 

留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第６期 

2019年12月７日～ 
2020年12月７日 

当期分配金 5  

(対基準価額比率) 0.041％ 

 当期の収益 5  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 2,578  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

  



品 名：90001_180287_180288_006_04_ノムラ新興国株ファンズ A コース／B コース（野村 SMA・EW 向け）_846854.docx 

日 時：2021/1/14 9:15:00 

ページ：10 

 

－ 10 － 

ノムラ新興国株ファンズ Aコース／Bコース（野村SMA・EW向け）

＜Bコース＞ 

◎今後の運用方針 

引き続き、以下のように、定性的に高く評価したファンドを中心に、リスク分散に考慮しな

がら投資することで、多くの運用者の資産運用力を効率よく活用し、運用目標の達成を目指し

てまいります。 

（１） 各投資対象ファンドについて、ファンドの運用目標を中長期的に安定して達成する可能

性を定性的に評価します。 

（２） 各投資対象ファンドのリスク特性（注）（値動きに影響を与える特徴的な要因）を定量的に

分析します。 

（３） 定性的に高く評価したファンドを中心に組み入れ、かつポートフォリオ全体としてのリ

スク特性がベンチマークと大きくかけ離れないよう、組入ファンドの投資比率の調整を

行います。 

 
（注）ここでいう「リスク特性」とは、地域別の配分、投資する株式の割安度や規模の分布（投資スタイルとも言われます）、通貨配分など、

各ファンドの値動きに影響を与える特徴的な要因をいいます。 

 

引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

 
※店頭デリバティブ取引に関する国際的な規制強化について 

店頭デリバティブ取引等の金融取引に関して、国際的に規制の強化が行われており、ファンドが実質的に活用する当該金融取引が当該規

制強化等の影響をうけ、当該金融取引を行うための担保として現金等を提供する必要がある場合があります。その場合、追加的に現金等

を保有するため、ファンドの実質的な主要投資対象の組入比率が下がり、高位に組入れた場合に期待される投資効果が得られないことが

想定されます。また、その結果として、実質的な主要投資対象を高位に組入れた場合と比べてファンドのパフォーマンスが悪化する場合

があります。 
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ノムラ新興国株ファンズ Aコース／Bコース（野村SMA・EW向け）

＜Aコース＞ 

○１万口当たりの費用明細 (2019年12月７日～2020年12月７日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 64  0.607  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (55)  (0.518)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 6)  (0.055)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 3)  (0.033)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） そ の 他 費 用 0   0.003   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.003)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 64   0.610    

期中の平均基準価額は、10,557円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 

 

  



品 名：90001_180287_180288_006_04_ノムラ新興国株ファンズ A コース／B コース（野村 SMA・EW 向け）_846854.docx 

日 時：2021/1/14 9:15:00 

ページ：12 

 

－ 12 － 

ノムラ新興国株ファンズ Aコース／Bコース（野村SMA・EW向け）

＜Aコース＞ 
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ノムラ新興国株ファンズ Aコース／Bコース（野村SMA・EW向け）

＜Aコース＞ 

○売買及び取引の状況 (2019年12月７日～2020年12月７日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 

内 

 口 千円 口 千円  
GIMエマージング株式フォーカスF 3,481 55,122 2,764 54,411  

ノムラ－アカディアン新興国株ファンドF 2,815 48,396 5,244 83,620  
ノムラ・マルチ・マネージャーズ・ファンドⅢ－新興国株式FC 4,455 47,230 3,817 46,764  

ジュピターグローバル新興国株アンコンストレインド型 
（為替ヘッジあり） 

710 4,925 10,396 69,486  
(   339) (  2,125) 

合 計 
11,461 155,673 22,221 254,282  

(   339) (  2,125) 
 
＊金額は受け渡し代金。 

＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊（ ）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。 

＊銘柄コード等の変更があった銘柄は、別銘柄として掲載しております。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年12月７日～2020年12月７日) 

 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
投資信託証券 155 103 66.5 254 138 54.3 

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
信託銀行です。 

 

○自社による当ファンドの設定、解約状況 (2019年12月７日～2020年12月７日) 

期首残高 
（元 本） 

当期設定 
元  本 

当期解約 
元  本 

期末残高 
（元 本） 

取 引 の 理 由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
0 － － 0 当初設定時における取得 

 

  

投資信託証券 

利害関係人との取引状況 
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ノムラ新興国株ファンズ Aコース／Bコース（野村SMA・EW向け）

＜Aコース＞ 

○組入資産の明細 (2020年12月７日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

GIMエマージング株式フォーカスF 4,426 5,143 120,983 36.1 

ノムラ－アカディアン新興国株ファンドF 7,287 4,858 97,281 29.0 

ノムラ・マルチ・マネージャーズ・ファンドⅢ－新興国株式FC 6,939 7,577 109,275 32.6 

ジュピターグローバル新興国株アンコンストレインド型（為替ヘッジあり） 10,026 － － － 

合 計 28,678 17,578 327,540 97.8 
 
＊比率は、純資産総額に対する評価額の比率。 

＊評価額の単位未満は切り捨て。 

＊銘柄コード等の変更があった銘柄は、別銘柄として掲載しております。 

 

○投資信託財産の構成 (2020年12月７日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 327,540 95.4 

コール・ローン等、その他 15,781 4.6 

投資信託財産総額 343,321 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 
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ノムラ新興国株ファンズ Aコース／Bコース（野村SMA・EW向け）

＜Aコース＞ 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2020年12月７日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 343,321,339   

 コール・ローン等 9,817,764   

 投資信託受益証券(評価額) 327,540,876   

 未収入金 5,962,699   

(B) 負債 8,346,842   

 未払収益分配金 132,174   

 未払解約金 7,210,614   

 未払信託報酬 998,657   

 未払利息 9   

 その他未払費用 5,388   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 334,974,497   

 元本 264,349,803   

 次期繰越損益金 70,624,694   

(D) 受益権総口数 264,349,803口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 12,672円 
 

（注）期首元本額は352,630,042円、期中追加設定元本額は75,453,795

円、期中一部解約元本額は163,734,034円、１口当たり純資産額

は1.2672円です。 
 

○損益の状況 (2019年12月７日～2020年12月７日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △     1,708   

 支払利息 △     1,708   

(B) 有価証券売買損益 60,605,125   

 売買益 89,303,148   

 売買損 △28,698,023   

(C) 信託報酬等 △ 2,056,501   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 58,546,916   

(E) 前期繰越損益金 △ 8,953,396   

(F) 追加信託差損益金 21,163,348   

 (配当等相当額) (  17,948,635)  

 (売買損益相当額) (   3,214,713)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 70,756,868   

(H) 収益分配金 △   132,174   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 70,624,694   

 追加信託差損益金 21,163,348   

 (配当等相当額) (  17,948,635)  

 (売買損益相当額) (   3,214,713)  

 分配準備積立金 49,463,054   

 繰越損益金 △     1,708   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2019年12月７日～2020年12月７日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2019年12月７日～ 
2020年12月７日 

a. 配当等収益(経費控除後) 0円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 45,259,234円 

c. 信託約款に定める収益調整金 21,163,348円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 4,335,994円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 70,758,576円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 2,676円 

g. 分配金 132,174円 

h. 分配金(１万口当たり) 5円 

 

  



品 名：90001_180287_180288_006_04_ノムラ新興国株ファンズ A コース／B コース（野村 SMA・EW 向け）_846854.docx 

日 時：2021/1/14 9:15:00 

ページ：16 

 

－ 16 － 

ノムラ新興国株ファンズ Aコース／Bコース（野村SMA・EW向け）

＜Aコース＞ 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 5円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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ノムラ新興国株ファンズ Aコース／Bコース（野村SMA・EW向け）

＜Bコース＞ 

○１万口当たりの費用明細 (2019年12月７日～2020年12月７日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 63  0.607  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (54)  (0.518)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 6)  (0.055)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 3)  (0.033)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） そ の 他 費 用 0   0.003   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.003)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 63   0.610    

期中の平均基準価額は、10,337円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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ノムラ新興国株ファンズ Aコース／Bコース（野村SMA・EW向け）

＜Bコース＞ 
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ノムラ新興国株ファンズ Aコース／Bコース（野村SMA・EW向け）

＜Bコース＞ 

○売買及び取引の状況 (2019年12月７日～2020年12月７日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 

内 

 口 千円 口 千円  
GIMエマージング株式フォーカスFB 8,564 152,027 5,634 119,026  

ノムラ－アカディアン新興国株ファンドFB 5,825 124,844 9,656 185,362  
ノムラ・マルチ・マネージャーズ・ファンドⅢ－新興国株式FD 7,424 122,198 4,825 89,550  

ジュピターグローバル新興国株アンコンストレインド型 
（為替ヘッジなし） 

1,348 10,049 25,317 179,561  
(   760) (  4,929) 

合 計 
23,161 409,120 45,432 573,501  

(   760) (  4,929) 
 
＊金額は受け渡し代金。 

＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊（ ）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。 

＊銘柄コード等の変更があった銘柄は、別銘柄として掲載しております。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年12月７日～2020年12月７日) 

 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
投資信託証券 409 276 67.5 573 304 53.1 

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
信託銀行です。 

 

○自社による当ファンドの設定、解約状況 (2019年12月７日～2020年12月７日) 

期首残高 
（元 本） 

当期設定 
元  本 

当期解約 
元  本 

期末残高 
（元 本） 

取 引 の 理 由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
0 － － 0 当初設定時における取得 

 

  

投資信託証券 

利害関係人との取引状況 
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ノムラ新興国株ファンズ Aコース／Bコース（野村SMA・EW向け）

＜Bコース＞ 

○組入資産の明細 (2020年12月７日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

GIMエマージング株式フォーカスFB 10,597 13,527 339,311 36.2 

ノムラ－アカディアン新興国株ファンドFB 15,273 11,442 275,706 29.4 

ノムラ・マルチ・マネージャーズ・ファンドⅢ－新興国株式FD 11,584 14,183 307,600 32.8 

ジュピターグローバル新興国株アンコンストレインド型（為替ヘッジなし） 24,730 － － － 

合 計 62,184 39,152 922,618 98.3 
 
＊比率は、純資産総額に対する評価額の比率。 

＊評価額の単位未満は切り捨て。 

＊銘柄コード等の変更があった銘柄は、別銘柄として掲載しております。 

 

○投資信託財産の構成 (2020年12月７日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 922,618 96.2 

コール・ローン等、その他 36,385 3.8 

投資信託財産総額 959,003 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 
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ノムラ新興国株ファンズ Aコース／Bコース（野村SMA・EW向け）

＜Bコース＞ 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2020年12月７日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 959,003,056   

 コール・ローン等 19,567,224   

 投資信託受益証券(評価額) 922,618,604   

 未収入金 16,817,228   

(B) 負債 20,784,171   

 未払収益分配金 387,150   

 未払解約金 17,740,416   

 未払信託報酬 2,642,227   

 未払利息 18   

 その他未払費用 14,360   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 938,218,885   

 元本 774,301,426   

 次期繰越損益金 163,917,459   

(D) 受益権総口数 774,301,426口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 12,117円 
 

（注）期首元本額は926,973,489円、期中追加設定元本額は254,232,346

円、期中一部解約元本額は406,904,409円、１口当たり純資産額

は1.2117円です。 
 

○損益の状況 (2019年12月７日～2020年12月７日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      5,144   

 支払利息 △      5,144   

(B) 有価証券売買損益 135,841,828   

 売買益 200,506,138   

 売買損 △ 64,664,310   

(C) 信託報酬等 △  5,487,205   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 130,349,479   

(E) 前期繰越損益金 △  3,683,596   

(F) 追加信託差損益金 37,638,726   

 (配当等相当額) (   73,345,441)  

 (売買損益相当額) (△ 35,706,715)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 164,304,609   

(H) 収益分配金 △    387,150   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 163,917,459   

 追加信託差損益金 37,638,726   

 (配当等相当額) (   73,345,441)  

 (売買損益相当額) (△ 35,706,715)  

 分配準備積立金 126,283,877   

 繰越損益金 △      5,144   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2019年12月７日～2020年12月７日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2019年12月７日～ 
2020年12月７日 

a. 配当等収益(経費控除後) 0円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 99,494,856円 

c. 信託約款に定める収益調整金 73,345,441円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 27,176,171円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 200,016,468円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 2,583円 

g. 分配金 387,150円 

h. 分配金(１万口当たり) 5円 
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ノムラ新興国株ファンズ Aコース／Bコース（野村SMA・EW向け）

＜Bコース＞ 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 5円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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ノムラ新興国株ファンズ Aコース／Bコース（野村SMA・EW向け）

《指定投資信託証券の内容》 
 

ノムラ新興国株ファンズ Aコース／Bコース（野村SMA・EW向け）に組み入れている各投資信託証券につ

いては、次頁以降にそれぞれ直前の作成期における運用内容を掲載しております。 
 

＜Aコース＞ 

指定投資信託証券 ページ 

ノムラ－アカディアン新興国株ファンドF Ｐ24 

GIMエマージング株式フォーカスF Ｐ45 

ノムラ・マルチ・マネージャーズ・ファンドⅢ－新興国株式FC Ｐ52 

 

＜Bコース＞ 

指定投資信託証券 ページ 

ノムラ－アカディアン新興国株ファンドFB Ｐ64 

GIMエマージング株式フォーカスFB Ｐ85 

ノムラ・マルチ・マネージャーズ・ファンドⅢ－新興国株式FD Ｐ52 

＊当期末において組み入れているファンドについて運用内容の掲載をしております。 
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＜お申し込み時の留意点＞

販売会社の営業日であってもお申し込みの受付ができない日（以下 ｢申込不可日｣ といいます。）が
あります。
お申し込みの際には、これらの申込不可日に該当する日をご確認のうえ、お申し込みいただきますよ
うよろしくお願いいたします。

（2020年12月7日現在）
年　月 日
2020年12月 25、28
2021年１月 18

２月 15
３月 －
４月 ２、５
５月 31
６月 －
７月 ５
８月 30
９月 ６
10月 11
11月 11、25
12月 24、27、28

※2021年12月までに該当する「申込不可日」を現時点で認識しうる情報をもとに作成しておりますが、諸事情等により
突然変更される場合があります。
したがって、お申し込みにあたってはその点についても十分ご留意下さい。また、諸事情等による申込不可日の変更は、
販売会社に連絡いたしますので、お問い合わせ下さい。
なお、弊社ホームページ（http://www.nomura-am.co.jp/）にも掲載いたしております。

添付ファンド_9pt_846854.indd   92添付ファンド_9pt_846854.indd   92 2021/01/07   11:53:122021/01/07   11:53:12


